
59. ⾼⾎糖緊急症の病態を解明するための後ろ向き観察研
究
研究の概要
⾼⾎糖緊急症は糖尿病に関連した救急疾患の代表疾患です。当院でも年間20例ほど
の患者の診療を⾏っています。感染症、⾎管合併症、電解質異常などの病態を合併
することが多く、残念ながら予後不良の⽅も散⾒されます。⾮常に重要な病態であ
りますが、その解析は海外からの報告がほとんどで、本邦での⼤規模な研究はほと
んどみられません。⽇本⼈における⾼⾎糖緊急の詳細な解析は、今後の⾼⾎糖緊急
症の診療に多くの情報をもたらし、重要であると思われます。

研究の⽬的と⽅法
本研究では、2012年1⽉1⽇〜2019年3⽉31⽇に国⽴病院機構熊本医療センターで
⼊院治療を受けた患者さんを対象としています。⽇常診療で得られたデータを電⼦
カルテから集計いたします。

本研究の参加について
本研究により患者さんに新たな検査や費⽤の負担が⽣じることはありません。ま
た、研究に扱う情報は、個⼈が特定されない形で厳重に般います。皆様の貴重な臨
床データを使⽤させていただくことにご理解とご協⼒をお願いいたします。本研究
にご⾃⾝のデータを研究に使わないでほしいと希望されている⽅、その他研究に関
してご質問がございます際は、未尾の問い合わせ先までご連絡ください。

調査する内容
本研究は、新たに試料・情報を取得することはなく、既存のカルテデータ（年齢、
性別、検査値、治療状況、合併症・転帰など）を⽤いて実施する研究です。研究対
象者（患者さん）の個⼈情報（⽒名、住所、電話番号）は記載せず、個⼈情報は特
定されません。

調査期間
研究期間︓倫理審査許可⽇〜2022年3⽉31⽇（調査対象期間︓2014年1⽉1⽇〜
2019年3⽉31⽇）

研究成果の発表
研究成果については、学会、論⽂などでの発表を予定しています。
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